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新
年
あ
い
さ
つ

未
来
を
見
据
え
た
復
興
を
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平
成
27
年
の
新
た
な
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
心
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
事
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
選
挙
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
南
相
馬
市
議
会
議
員
選
挙
も
あ

り
、新
た
に
22
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
私
ご
と
で
あ
り
ま
す
が
、再
度
市
議
会
議
長
に
就
任
し
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
執
行
機
関
へ
的
確
に
市
民
の
皆
様
の
声
を
届
け
、
真
に
議
員
の
権
限
の
遂
行
に
む
け

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
今
の
自
然
災
害
に
目
を
向
け
る
と
、
予
想
を
は
る
か
に
絶
す
る
大
雪
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、
火

山
の
噴
火
、
地
震
な
ど
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
を
始
め
、
東
日
本
大
震
災
と
原

発
事
故
に
よ
る
被
災
地
に
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
予
測
が
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、行
政
も
含
め
市
民
一
人
ひ
と
り
が
常
々

防
災
に
対
す
る
備
え
を
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
大
地
震
か
ら
四
回
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
未
だ
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
が
お
り
ま
す
が
、
自
主
再
建
を
含
め
、
生
活
の
拠
点
の
再
生
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
は
復
興
に
向
け
加
速
化
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
問
題
や
除
染

後
の
放
射
能
の
監
視
な
ど
が
弊
害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
南
相
馬
市
復
興
総
合
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
将
来
を
見
据
え
確
実
に
復
興
を
進
め

る
べ
く
そ
の
指
針
が
示
さ
れ
、
復
興
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
時
期
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
、
常
磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
市
議
会
と
し
て
も
復
興
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
染
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
が
開
始
さ
れ
る
前
ま
で
に
、
本
市
の
国
道
及
び
県

道
の
改
良
と
常
磐
線
の
復
旧
を
国
・
県
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ
に
積
極
的
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
市
の
復
興
に
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
る
気
と
挑
戦
の
気
持
ち
を
持
っ
て
果
敢
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。
復
興
の
在
り
方
や
将
来
の
リ
ス
ク
、
人
口
推
移
、
社
会
福
祉
、
高
齢
福
祉
、
教
育

環
境
な
ど
の
変
化
に
も
目
を
向
け
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
皆
様
の
今
年
一
年
間
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

南
相
馬
市
の
早
期
復
興
と
再
生
を
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
災
以
来
、
四
度

目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

輝
か
し
い
新
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方

や
、
自
主
避
難
中
の
方
々
を
思
う
と
き
、
一
日
で
も
早
い
暮
ら
し
の
再
生
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
議
会
も
、
昨
年
12
月
か
ら
22
名
の
議
員
に
よ
り
新
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
か
ら
立
ち
上
が
り
、
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
議
会
は
懸
命
に
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
夢
の
あ
る
未
来
を
、
働
く
世
代
に
就
労
の
場
を
、
高
齢
者
に
豊
か
な

日
々
を
、
等
々
政
治
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
原
発
災
害
の
克
服
も
大
き
な
課
題
で
す
。
除
染
は
完
璧
に
実
施
す
る
こ
と
。

適
正
な
賠
償
保
障
の
継
続
と
、
賠
償
の
格
差
是
正
・
風
評
被
害
の
払
拭
も
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。
原
発
事
故
の
収
束
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、災
害
の
風
化
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

現
実
を
直
視
し
、
市
民
目
線
で
確
実
に
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
10
年
先
、
20
年
先
を
見
通
し
た
対
策
も
必
要
で
す
。

　

人
口
減
や
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
各
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
拡
大
、
専
門
的
な

医
療
福
祉
教
育
の
拡
充
な
ど
は
、
広
域
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

南
相
馬
市
が
、
相
双
地
域
の
中
心
と
な
る
た
め
の
施
策
も
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、議
会
は
一
丸
と
な
り
、執
行
機
関
と
十
分
に
意
思
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
生
活
の
再
建
、
南
相
馬
市
の
復
興
と
再
生
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
、
ご
教
導
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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常
任
委
員
会
審
査

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

平
成
26
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

歳
入
中
、
総
務
費
国

庫
補
助
金
の
中
で
、
福
島
再
生

加
速
化
交
付
金
が
手
当
さ
れ
て

い
る
が
、
復
興
に
際
し
財
政
当

局
か
ら
各
部
署
に
企
画
を
進
め

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
、

有
効
な
財
源
活
用
の
考
え
は
。

答　

弁　
復
旧
・
復
興
の
た
め

に
必
要
な
事
業
は
数
多
く
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
特
定
財
源
の

対
象
に
な
る
。
企
画
課
が
中
心

と
な
り
、「
入
る
を
量
り
て
出

ず
る
を
制
す
」
と
い
う
考
え
方

の
も
と
に
、
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
構
築
し
て
い
る
各
関
係
課

に
対
し
て
は
、交
付
金
の
制
度
、

主
旨
等
を
し
っ
か
り
周
知
し
、

事
業
構
築
と
合
わ
せ
て
、適
時
、

国
と
協
議
を
し
な
が
ら
交
付
金

の
確
保
、
財
源
確
保
に
努
め
庁

内
で
進
め
て
い
る
。

質　

疑　

歳
出
中
、
総
務
費
の

総
務
管
理
費
に
つ
い
て
、
人
数

を
増
や
し
た
け
れ
ど
も
、
ふ
え

て
い
る
の
は
部
長
職
で
、
中
堅

職
員
が
軒
並
み
減
っ
て
い
る
。

人
数
の
問
題
プ
ラ
ス
、
年
齢
構

成
、
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

採
用
や
補
充
を
中
堅
職
員
の
補

充
と
い
う
視
点
で
対
応
す
べ
き

で
は
。

答　

弁　

復
旧
・
復
興
に
対
応

す
る
た
め
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
任
期

付
職
員
を
大
幅
に
採
用
し
、
100

名
に
近
い
採
用
と
な
っ
て
い
る
。

震
災
前
に
比
べ
て
任
期
付
職
員

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
部

分
も
あ
り
、
本
年
度
実
施
し
た

採
用
試
験
は
、
年
齢
を
引
き
上

げ
て
実
施
し
た
。
中
核
と
な
り

企
画
が
で
き
る
職
員
の
確
保
は

必
要
で
あ
り
、
即
戦
力
の
職
員

を
確
保
で
き
る
取
り
組
み
と
し

て
別
枠
で
、
来
年
度
経
験
者
枠

採
用
も
現
在
検
討
し
て
い
る
。

質　

疑　

小
高
区
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
提
案
事
業
補
助
金

72
万
９
千
円
は
、
平
成
28
年
４

月
を
目
途
に
帰
還
と
、
解
除
に

向
け
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
考
え

て
い
る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
て

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
の
か
、
目
標
を
定
め
た
上
で

こ
の
委
員
会
を
行
う
の
か
。

答　

弁　

専
門
家
の
旅
費
相
当

額
と
立
体
模
型
を
つ
く
る
必
要

経
費
を
上
げ
た
。
専
門
家
は
、

都
市
空
間
専
門
の
東
大
の
教
授

で
、
小
高
区
の
再
生
に
は
立
体

模
型
を
つ
く
り
、
目
視
し
て
議

論
し
な
い
と
よ
い
ま
ち
づ
く
り

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

先
生
で
あ
る
。
小
高
の
ま
ち
づ

く
り
を
平
成
26
年
度
３
月
ま
で

に
、
あ
る
程
度
一
定
の
方
向
性

を
少
人
数
で
模
索
し
、
平
成
27

年
度
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。
現
在
、
策
定

し
て
い
る
復
興
総
合
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
、
地
域
の
住
民

が
ど
う
い
う
再
生
を
目
指
す
の

か
協
議
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

東
京
大
学
特
任
教
授
に
つ
い
て

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
た
が
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
訂
正
。

質　

疑　

小
高
区
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
、
世
帯
全
員
の
意
向

を
把
握
し
確
認
す
る
と
い
う
調

査
だ
が
、
世
帯
主
を
通
す
の
で

は
な
く
、
各
々
が
回
答
す
る
方

が
、
よ
り
正
確
性
の
高
い
意
見

を
集
約
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

今
回
、
平
成
28
年
４

月
解
除
を
目
標
と
し
て
い
る
た

め
、
公
共
施
設
の
再
開
計
画
や

解
除
指
示
に
向
け
た
工
程
な
ど

を
示
し
な
が
ら
、
計
画
の
青
写

真
を
示
し
た
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
。
家
庭
内
で
の
問
題
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
あ
る
程
度

家
庭
内
で
「
私
は
戻
る
。
戻
ら

な
い
。
子
供
が
帰
っ
て
か
ら
戻

る
。」
と
い
う
話
し
合
い
を
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
世
帯
主

へ
送
り
、
記
名
に
よ
り
一
人
ひ

と
り
の
帰
還
意
向
を
確
認
し
、

戻
る
方
の
意
向
を
把
握
し
て
、

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
て
い
く
。

質　

疑　

南
相
馬
市
鹿
島
区
不

採
算
地
区
公
的
病
院
等
運
営
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
厚
生
連
は

経
営
主
体
と
し
て
、
赤
字
経
営

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

厚
生
連
全
体
の
経
営

状
況
は
、
２
カ
年
か
ら
３
カ
年

ほ
ど
マ
イ
ナ
ス
の
と
き
も
あ
っ

た
が
、
全
体
的
に
は
黒
字
経
営

で
推
移
を
し
て
い
る
。
５
つ
の

連
結
決
算
で
は
黒
字
と
な
っ
て

い
る
が
、
鹿
島
厚
生
病
院
は
、

赤
字
の
経
営
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
回
、
地
域
医
療
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
国
に
よ
る
全

額
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

制
度
を
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

質　

疑　

選
定
理
由
の
「
自
主

事
業
計
画
書
、
施
設
効
用
の
最

大
化
を
図
る
た
め
の
具
体
的
手

法
、
経
費
節
減
に
係
る
対
策
及

び
創
意
工
夫
」
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
具
体
的
内
容
は
。

答　

弁　

み
ん
な
で
つ
く
る
ま

ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
事
業
。
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
協

働
事
業
と
し
て
講
演
会
や
教
室

等
の
開
催
。
市
民
発
見
広
場
と

し
て
、
始
め
の
一
歩
自
主
事
業
。

昔
の
遊
び
を
通
じ
て
親
子
の
き

ず
な
を
深
め
る
事
業
、
伝
統
芸

能
の
復
活
事
業
な
ど
５
点
ほ
ど

自
主
事
業
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

委
員
長　

小
川
尚
一

鹿島厚生病院


